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2022
定時総会速報

未
執
行
の
支
部
運
営
補
助
金
を
本

部
に
戻
入
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ

終
息
後
の
支
部
の
財
政
が
不
安
で

あ
る
。

Ａ
：
今
年
度
は
多
く
の
支
部
で
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
支
部
事
業
を
実
施

す
る
と
、
支
部
総
会
で
確
認
さ
れ

て
い
る
。
退
職
互
助
の
全
体
の
財

政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
現
在
の
支
部
の
運
営
補
助
金

全
体
の
水
準
は
確
保
し
つ
つ
、
今

後
、
支
部
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

る
た
め
に
、
支
部
に
ど
の
よ
う
に

補
助
し
て
い
く
か
と
い
う
点
を
、

支
部
長
会
議
で
の
意
見
も
聞
き
、

支
部
の
実
情
に
あ
っ
た
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
の
定
時
総
会
が
、
６
月
27
日
に
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
以
来
、
4
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
実
出
席
代
議
員
は
66
名
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
者

は
58
名
で
し
た
。
総
会
討
論
で
は
、
退
職
代
議
員
２
名
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
7
月
号
で
の
速
報
に
続
き
、
代
議
員
の
発
言
と
理
事
会
答
弁
の
要
旨
、

「
議
決
権
行
使
書
」
と
合
わ
せ
て
事
前
に
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
の
佐
野
専
務
理
事
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
定
時
総
会

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告・決
算・定
款
の
変
更・加
入
拠
出

金
に
関
す
る
細
則
の
変
更
を
承
認
、新
理
事・監
事
を
選
任

◆�

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
事
業
を

全
国
に
い
る
他
府
県
支
部
の
組

合
員
に
互
助
組
合
に
加
入
し
て
い

る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

今
年
度
か
ら
支
部
総
会
の
様
子
や

総
会
後
の
講
演
会
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
配
信
す
る
予
定
だ
。
本
部

で
も
互
助
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
他
府
県
支
部
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
リ
ン
ク
を
作
る
な
ど
対
応
を

お
願
い
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
退

職
互
助
の
事
業
は
ど
う
し
て
も
関

西
が
中
心
に
な
る
。
全
国
に
い
る

組
合
員
に
も
う
少
し
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
補
助
、

例
え
ば
住
ん
で
い
る
地
域
の
映
画

館
や
美
術
館
に
行
っ
た
際
に
、
そ

の
い
く
ら
か
を
補
助
す
る
と
い
う

よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
か
。

◆�

現
職
と
退
職
が
繋
が
る
活
動

舞
鶴
支
部
の
支
部
だ
よ
り
「
つ

る
の
わ
」
を
一
昨
年
度
か
ら
奇
数

月
に
発
行
し
、
舞
鶴
の
小
・
中
・

支
援
・
高
校
に
も
配
布
し
て
い
る
。

目
的
と
し
て
は
、
現
職
の
教
職
員

に
舞
鶴
支
部
の
退
職
互
助
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
退
職

互
助
へ
の
加
入
を
す
す
め
る
た
め

だ
。
ま
た
舞
鶴
で
は
現
職
と
退
職

教
職
員
で
教
職
員
作
品
展
を
行
っ

て
お
り
、
作
品
展
の
チ
ラ
シ
を
現

職
の
教
職
員
全
員
に
配
布
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
活
用
に
つ
い
て
は
、
他

に
も
「
支
部
だ
よ
り
」
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
も
複
数
あ
る
。
現
在
、
退
職

互
助
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
誰
で
も

閲
覧
可
能
で
あ
る
た
め
、
情
報
管

理
に
課
題
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際
に
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

全
国
の
都
道
府
県
で
の
映
画
や

美
術
館
の
補
助
は
、
工
夫
す
る
必

要
が
あ
り
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
全
教
互
の
会
員
証
割
引
事
業

で
利
用
料
金
の
割
引
が
全
国
で
あ

る
。
是
非
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

活
用
い
た
だ
き
た
い
。
何
が
で
き

る
か
は
更
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

退
職
互
助
の
活
動
を
現
職
組
合

員
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
だ
。
現
在
、
退
職
互
助
制

度
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
、
ア
ニ

メ
動
画
「
ご
す
け
の
た
す
け
」
を

作
成
し
て
い
る
。
70
周
年
で
作
っ

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ご
す
け
ち
ゃ

ん
」
が
登
場
し
、
分
か
り
や
す
く
、

短
時
間
で
視
聴
で
き
る
よ
う
工
夫

し
た
。
少
し
で
も
加
入
の
促
進
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◆
退
職
の
給
付
事
業
に
「
宿
泊
施

設
利
用
補
助
金
」
を
新
設
す
る
よ

う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
１
泊
３
０
０
０
円
・
年
１
回

で
退
職
互
助
に
導
入
し
た
場
合
、

利
用
率
を
半
数
と
す
る
と
、
約
２

０
０
０
万
円
の
支
出
に
な
り
、
支

部
運
営
補
助
金
の
総
額
に
匹
敵
す

る
額
に
な
る
。
給
付
事
業
を
行
う

に
は
、
生
涯
給
付
準
備
引
当
金
に

積
算
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

総
額
で
数
億
円
と
い
う
単
位
で
準

備
金
が
必
要
に
な
る
。
昨
年
度
の

療
養
補
助
金
の
給
付
基
準
見
直
し

に
よ
っ
て
よ
う
や
く
正
味
財
産
の

黒
字
化
の
見
通
し
が
で
き
た
ば
か

り
の
現
在
の
財
政
状
況
を
考
慮
す

る
と
、
な
か
な
か
宿
泊
施
設
利
用

補
助
金
の
新
設
は
難
し
い
。
し
か

し
、
健
康
な
組
合
員
に
向
け
た

「
健
康
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て

は
で
き
る
だ
け
工
夫
し
て
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
で
き
ず
、

岡本代議員
（他府県支部）

竹内代議員
（舞鶴支部）

理
事
会（
佐
野
専
務
理
事
）の
答
弁

議
決
権
行
使
書
の
代
議
員
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
・
要
望
に
対
す
る
理
事
会

（
佐
野
専
務
理
事
）の
対
応（
抜
粋
）

2023年度定時総会

互助組合報退教互版 2023.9.15

2



10月相談事業（無料）

・相談時間１人30分程度、
　事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２日前までに
　事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）

故
事
通
交
「

」

」
理
整
の
金
借
「

等
」
ル
ブ
ラ
ト
隣
近
「10

月
18

午
）
水
（
日

前
10
時
12
時

方
き
書
の
書
言
遺
・
続
相
「

」

」
産
動
不
・
宅
住
「

等
」
ル
ブ
ラ
ト
の
屋
家
「10

月
17

１
後
午
）
火
（
日

時
30

時
30
分

生

談

法
　律
　相
　談

生
　活
　相
　談

日
込
振
と
間
期
付
受
の
求
請
付
給

月
７

18

 

↓

月
９

19

金
送
日

月
８

17

15

分
付
受
日

 

↓
10
月
16

金
送
日

は
し
落
き
引
座
口
の
月
９

19
日

　

月
９

19

が
し
落
き
引
に）
火
（日

不
が
金
残
座
口
金
預
、
は
方
る
あ

。
い
さ
だ
く
意
注
ご
う
よ
い
な
し
足

　

載
記
を
細
明
し
落
き
引
、
お
な

か
２
は
書
知
通
替
振
・
金
送
た
し

付
送
に
月
数
偶
て
め
と
ま
を
分
月

・
分
月
９
。
す
ま
し

10

は
分
月

10

。
す
ま
し
付
送
に
旬
下
月

に
で
ま
末
月
９
は
名
署
互
教
全

　

世
の
て
全
「
の
封
同
に
号
月
７

可
続
持
る
せ
ら
暮
て
し
心
安
が
代

教
と
立
確
の
度
制
障
保
会
社
な
能

せ
ら
知
お
の
ら
か
局
務
事

境
環
る
き
で
念
専
に
育
教
が
員
職

、
は
名
署
」
情
陳
る
め
求
を
備
整

の
員
合
組
。
す
で
切
締
日
末
月
９

。
す
ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
の
様
皆

合
割
担
負
己
自・
類
種
の
険
保
康
健

　

担
負
己
自
や
類
種
の
険
保
康
健

だ
く
て
し
出
提
を
届
更
変
度
都
の

療
、
は
合
場
い
な
が
け
届
。
い
さ

計
の
額
付
給
い
し
正
の
金
助
補
養

助
互
。
す
ま
り
な
く
な
き
で
が
算

ら
知
お
「
の
」
ト
イ
サ
の
員
合
組

連
の
更
変
種
各
「
る
あ
に
欄
」
せ

て
出
け
届
ら
か
」
ら
か
こ
こ
は
絡

連
の
下
紙
表
誌
本
、
か
く
だ
た
い

。
い
さ
だ
く
り
送
お
を

て
い
つ
に
付
給
金
舞
見
害
災

　

よ
に
等
災
火
・
水
・
風
が
居
住

、
き
と
た
け
受
を
害
被
り

5

円
千

ま
き
で
が
と
こ
る
け
受
を
付
給
の

第
（」
書
求
請
付
給
種
各
「。
す

2た
ま
場
役
・
所
役
市
に
）
式
様
号

明
証
災
罹
る
す
行
発
が
署
防
消
は

求
請
、
て
え
添
を
）
可
し
写
（
書

に
も
と
婦
夫
※
。
い
さ
だ
く
て
し

請
れ
ぞ
れ
そ
、
は
合
場
の
員
合
組

。
い
さ
だ
く
て
し
求

更
変
地
在
所
・
称
名
の
院
病
約
特

院
病
ン

尻
ノ
井
町
保
久
大
市
治
宇

43
―
1

４
７
７
０
☎

―

８
４
―

０
１
１
２
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声を出して心も体もスッキリ！

７月 6 日（木） 市民交流プラザふくちやま　14名
７月12日（水） 京都教育文化センター　　　21名

　健康長寿と喉の関係、嚥下運動のプロセス等の
説明を聞いた後、口や手を同時に大きく動かす体
操の動作をひとつずつ確認し、最後は音楽に合わ
せながら 12 種類の体操を行いました。参加者から
は「普段意識することのない口まわりの筋肉を意
識するきっかけになった」「声を出す活動かと思っ
ていたがその土
台作りだとわか
り、やっている
と身体が反応し
ているのが分か
り良かった」等
の感想が寄せら
れ好評でした。

セカンドライフ講座　声ヨガ式嚥下体操

手と舌を大きく動かして舌の体操

事業
報告
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支部事業案内 他支部の方歓迎！

中京支部　深草・藤森周辺に残る戦争遺跡を巡る
日　時
行　程
参加費
申　込

：10月3日（火）10時　京阪本線　藤森駅　 北改札口前
：約1,500m　歩きやすい靴で、補給用水分持参のこと
：30円（行事保険料）※交通費は自己負担でお願いします
：9月25日（月）締切

上京支部　秋の見学会
日　時
行　程
参加費

申　込

：10月12日（木）9時45分･堀川中立売南行バス停前
：樂美術館➡紫藤花（昼食）➡表千家会館➡茶道資料館
：上京支部員 2,500円、他支部員 3,500円
　※見学料、行事保険料、昼食代含む
　※お茶席希望者は申込時に連絡（＋500円）
：9月30日（土）締切　
　※申込時に生年月日を連絡
　※必ずマスクの着用をお願いします

乙訓支部　乙訓文化のつどい
日　時
会　場

：10月14日（土 ）11時～17時・15日（日 ）9時～15時
：長岡京市産業文化会館１階ホール

　例年開催している観察会を７月５日（水）に行い
ました。
　田末さん（左京南支部の会員）から深泥池の成り
立ちや研究の歴史などの話を伺いました。近年の研
究で約14億年前に誕生した日本最古の高層湿原であ
ることが判明したということも紹介してくださいま
した。その後、ちょうど発生し始めたハッチョウト
ンボの観察に行きました。このトンボは日本で一番
小さいトンボで、深泥池で毎年見られますが全国的
にはどんどん減少している貴重なトンボの一つです。
幸い数は少なかったのですが、オスもメスも間近で

観察できて大満足でした。
こんな貴重な環境がいつ
までも続いていくように
と祈りながら観察会を終
わりました。
 （記　小松　清明）

左京南・上京・北支部合同事業
「第26回ウォッチング深泥池」

４年ぶりに全支部で開催 ～支部総会報告～
　2023年度の支部総会が、６月から各地で一斉に開催され、支部の事業報告・計画、決算・予算が承認されました。ま
た、事務局から定時総会で提案する内容について説明がありました。今年度は全ての支部で実開催され、のべ７６２名の
参加がありました。総会参加者からは「支部のおたよりを互助組合のホームページ上で見られるようにしてほしい」や
「退職互助への新加入の状況はどうなっているのか」などの意見が出されました。総会とあわせて懇親会やアトラクショ
ンが行われる支部もあり、旧交が温められました。

支部名 実施日 参加
人数 内容

北 6月12日（月） 16 総会・懇親会
上京 6月 8 日（木） 12 総会・交流会
中京 6月10日（土） 19 総会・落語鑑賞・懇親会
右京 6月14日（水） 51 総会・音楽鑑賞・懇親会
西京 6月17日（土） 23 総会・津軽三味線演奏会
左京北 6月10日（土） 16 総会・体操実技と講演
左京南 6月14日（水） 20 総会・体操実技と講演
東 6月11日（日） 19 総会・懇親会
南 6月19日（月） 24 総会・文化財見学・懇親会
伏見 6月17日（土） 40 総会・懇親会・フロア発表
深草 6月11日（日） 18 総会・講演・サークル発表
醍醐 6月 9 日（金） 18 総会・講演・懇親会
乙訓 6月 8 日（木） 39 総会・音楽鑑賞・懇親会
宇治東 6月10日（土） 23 総会・懇親会

支部名 実施日 参加
人数 内容

宇治西 6月10日（土） 17 総会・交流会・作品展
城久 6月10日（土） 24 総会・懇親会
山城北 6月18日（日） 12 総会・落語鑑賞・懇親会
山城南 6月10日（土） 14 総会
北桑田 6月10日（土） 24 総会・懇親会
亀岡 6月 9 日（金） 25 総会・懇親会
船井 6月16日（金） 26 総会
綾部 6月 1 日（木） 41 総会・音楽鑑賞・作品展
福知山 6月 4 日（日） 64 総会・講演会・作品展
舞鶴 6月24日（土） 23 総会
宮与 6月13日（火） 47 総会・講演会
京丹後 6月15日（木） 59 総会・紙芝居、音楽鑑賞
他府県 6月14日（水） 48 総会・講演会・懇親会

中京支部 右京支部 北桑田支部 京丹後支部



④ 

そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ

と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態

　
「
特
定
空
家
等
」
に
該
当
す
れ

ば
、
市
町
村
が
除
却
、
修
繕
、
立

木
竹
の
伐
採
等
の
措
置
の
助
言
又

は
指
導
、
勧
告
、
命
令
を
す
る
こ

と
や
行
政
代
執
行
の
方
法
に
よ
り

強
制
執
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
空
き
家
に
関
す
る
問
題

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
隣
家
の
持

ち
主
と
連
絡
が
と
れ
ず
、
屋
根
が

崩
れ
そ
う
で
危
険
な
場
合
は
、
市

町
村
の
窓
口
に
相
談
し
対
応
を
求

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

弁
護
士　
津
島　
理
恵

（
京
都
法
律
事
務
所
）

Q
　
隣
の
家
の
方
が
亡
く
な

り
、
空
き
家
の
ま
ま
何
年

も
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
が

か
な
り
傷
ん
で
崩
れ
か
か
っ
て
い

て
と
て
も
危
険
で
す
が
、
誰
も
対

応
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

A
　
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
同

法
の
「
特
定
空
家
等
」
は
次
の
状

態
に
あ
る
も
の
で
す
。

① 

倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

② 

著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
状
態

③ 

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損

な
っ
て
い
る
状
態

隣
家
の
屋
根
が
崩
れ
そ
う
で

危
険

互助組合報退教互版 2023.9.15
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①
10
月
21
日（
土
）11
時
30
分
開
演

出
演
　�

桂
南
光
、
桂
文
治
〔
江
戸

落
語
ゲ
ス
ト
〕、
桂
南
天

　
　
　
桂
ま
ん
我
、
桂
佐
ん
吉

　
　
　
桂
弥
っ
こ

②
10
月
21
日（
土
）15
時
30
分
開
演

出
演
　
桂
南
光
、
桂
塩
鯛

　
　
　
桂
米
團
治
、
桂
吉
弥

　
　
　
桂
吉
の
丞
、
桂
天
吾

取
扱
料
金
　
Ａ
席
　
４
５
０
０
円

�

全
席
指
定

※
①
～
②
希
望
時
間
を
明
記
の
こ
と

演
目
：
住
吉
駕
籠
　
他

出
演
：�

桂
南
天
、
桂
ま
ん
我�

�

桂
り
ょ
う
ば

府
立
文
化
芸
術
会
館

12
月
２
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金 

指
定
席 

２
９
０
０
円

※�

25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
5
0
0
円
返
金

桂
南
天
独
演
会

◆
注
目
！
禅
の
神
髄
が
宿
る
寺
宝

紅
葉
の
美
し
さ
と
壮
大
な
伽
藍

で
高
名
な
禅
文
化
の
殿
堂
、
東
福

寺
と
そ
の
塔
頭
の
寺
宝
を
ま
と
め

て
紹
介
す
る
初
め
て
の
機
会
で
す
。

巨
大
伽
藍
に
ふ
さ
わ
し
い
特
大

サ
イ
ズ
の
仏
像
や
書
画
類
な
ど
、

国
宝
７
件
、
重
要
文
化
財
１
０
２

件
を
含
む
１
８
９
件
が
展
示
さ
れ
、

見
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
で
す
。

特
別
展
　
東
福
寺

展覧会

◆ 

必
見
！
伝
説
の
絵
仏
師
・
明
兆

の
画
力

「
画
聖
」
と
あ
が
め
ら
れ
た
明

兆
の
筆
に
よ
る
「
五
百
羅
漢
図
」

が
修
理
後
初
公
開
さ
れ
ま
す
。
五

百
羅
漢
は
釈
迦
の
弟
子
５
０
０
人

の
こ
と
で
、
仏
教
説
話
な
ど
を
基

に
一
幅
10
人
ず
つ
描
か
れ
た
全
50

幅
の
連
作
で
す
。
大
修
理
は
１
６

９
９
年
以
来
の
３
０
０
年
ぶ
り
で
、

14
年
か
け
て
水
墨
と
極
彩
色
が
調

和
し
た
鮮
や
か
な
姿
が
よ
み
が
え

り
ま
し
た
。

◆
体
感
！
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル

国
宝
・
三
門
に
安
置
さ
れ
て
い

た
像
高
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
二

天
王
立
像
が
通
期
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
旧
本

尊
の
焼
け
残

り
の
巨
大
な

仏
手
が
展
覧

初
出
品
。
そ

の
大
き
さ
な

ん
と
２
ⅿ
17

㎝
！
元
の
姿
は
ど
れ
く
ら
い
大
き

か
っ
た
の
か
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

の
圧
倒
的
な
迫
力
を
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
で
体
感
で
き
ま
す
。

京
都
国
立
博
物
館 

平
成
知
新
館

10
月
７
日（
土
）～
12
月
３
日（
日
） 

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
４
４
０
円

�

大
学
生
　
　
９
０
０
円

※
会
期
中
に
展
示
替
あ
り

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

　
本
展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
11
月
11

日
か
ら
は
４
年
か
け
て
修
理
さ
れ

た
縦
11
ｍ
×
横
６
ｍ
の
大
涅
槃
図

が
1
0
0
年
ぶ
り
に
東
福
寺
に
て

特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。（
※
別
途
拝

観
料
が
必
要
で
す
）

表紙作者の
ことば

　退職後、写真を始めて10
年程になります。
　京都市動物園で、２頭の
象が鼻を８の字に絡ませ、
お互いの鼻に含んだ水を相
手の口に入れて、水の飲ま
せ合いをしています。仲間
としての深い絆と連帯感が
なければあり得ない光景で
す。心に温かいものを感じ、
象たちに生き方を教えても
らったことに感謝しながら
撮影した１枚です。

写真

金田　紀一
（退教互　右京支部）

重要文化財　五百羅漢図の
うち第20号幅　吉山明兆筆  
南北朝時代　至徳３年（13 
86）京都・東福寺蔵
※展示期間：10/24～11/5

重
要
文
化
財
　二
天
王
立
像

　鎌
倉
時
代

　  

13
世
紀

　京
都
・
東
福
寺
蔵

　※
通
期
展
示

京
都
の
大
禅
宗
寺
院
、

東
福
寺
の
寺
宝
大
公
開
！

特集

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※�

１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ

ス
・
関
西
２
０
２
３

　
※
詳
細
は
5
月
号
参
照�

８
８
０
円

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

◆
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
比
叡

�
中
学
生
以
上
　
１
０
０
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�
シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

�

１
２
８
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

�
一
般
　
２
３
０
０
円

◆
大
塚
国
際
美
術
館

�

一
般
　
３
１
６
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
5
月
号
9
頁
参
照

井
田
幸
昌
展

Ｐ
ａ
ｎ
ｔ
ａ 

Ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
— 

パ
ン
タ
・

レ
イ 

︱ 

世
界
が
存
在
す
る
限
り

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

９
月
30
日（
土
）～
12
月
３
日（
日
）

専
用
サ
イ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
シ
ス
テ
ム
利
用
料
無
料

�

（
２
２
０
円
／
枚
）

★
店
頭
発
券
手
数
料
無
料

�

（
１
１
０
円
／
枚
）

※�

互
助
組
合
で
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

現
職
組
合
員
は
補
助
券
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

パスワード
UThLc3tF©IDA Studio Inc.
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展
覧
会 　

江
戸
時
代

中
期
に
京
都

で
活
躍
し
た

画
家
、
写
生

画
の
祖
、
円

山
応
挙
の
高

弟
芦
雪
は
、

卓
越
し
た
描

写
力
に
加
え
、

奇
抜
な
着
想

と
大
胆
な
構

図
、
人
を
驚

か
せ
楽
し
ま

せ
よ
う
と
い

う
サ
ー
ビ
ス

特
別
展
　
生
誕
２
７
０
年
　
長
沢
芦
雪

︱
奇
想
の
旅
、
天
才
絵
師
の
全
貌
︱

精
神
で
独
自
の
世
界
を
展
開
し
ま

し
た
。
大
阪
で
初
の
回
顧
展
で
す
。

大
阪
中
之
島
美
術
館

10
月
７
日（
土
）～
12
月
３
日（
日
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
４
８
０
円

�

大
高
生
　
　
８
３
０
円

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

 

音
楽 

　
指
揮
者
プ
レ
ト
ー
ク
あ
り
。

指
揮
　
太
田
弦

独
奏
　�

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
タ
ロ
ー

（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
　�

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
：
前
奏
曲

京
都
市
交
響
楽
団

第
６
８
３
回
定
期
演
奏
会

フ
ラ
イ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

集
第
１
巻
か
ら
（
ピ
ア
ノ

独
奏
）

　
　
　�

尾
高
尚
忠
：
交
響
曲
第
一

番
作
品
35

※�

休
憩
な
し
約
１
時
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

10
月
13
日
（
金
）
19
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
Ｓ
席
　
３
６
０
０
円

�

全
席
指
定

出
演
　
Ｖ
ｎ
：
千
住
真
理
子

　
　
　
Ｐ
ｆ
：
山
洞
智

曲
目
　�

黒
人
霊
歌
：
ア
メ
イ
ジ
ン

グ
・
グ
レ
イ
ス
　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

11
月
11
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
４
０
５
０
円

�

全
席
指
定

曲
目
　�
リ
ス
ト
：
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
：
前
奏
曲
集

よ
り
　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

11
月
11
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
４
２
０
０
円

�

全
席
指
定

※�

25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

 

バ
レ
エ 

千
住
真
理
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

～
秋
を
彩
る
珠
玉
の
名
曲
集
～

横
山
幸
雄
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

出
演
　�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ

オ
リ
ガ
・
ゴ
リ
ッ
ツ
ァ��

ヤ
ン
・
ヴ
ァ
―
ニ
ャ

※
演
奏
は
特
別
録
音
音
源
を
使
用

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

１
月
10
日
（
水
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
Ｓ
席
　
８
１
０
０
円

�

全
席
指
定

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

出
演
　
三
浦
宏
規
／
夢
咲
ね
ね

　
　
　
田
村
芽
実
／
東
山
義
久

　
　
　
駒
田
一
　
他

梅
田
芸
術
劇
場
シ
ア
タ
ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ

１
月
８
日
（
月
祝
）
13
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
１
３
５
０
０
円

�

全
席
指
定

 

狂
言 

　
動
物
が
登
場
す
る
生
き
物
づ
く

し
の
賑
や
か
な
演
目
。
狂
言
で
は

猿
や
犬
は
ど
う
鳴
く
の
か
、
狂
言

な
ら
で
は
の
演
者
の
動
き
が
注
目

の
構
成
で
す
。

演
目
　
犬
山
伏
、
竹
生
島
詣
、
猿
聟

金
剛
能
楽
堂

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
全
３
幕
）

フ
レ
ン
チ
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
赤
と
黒
」

茂
山
狂
言
・
笑
の
収
穫
祭

２
０
２
３

11
月
４
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
４
９
５
０
円

�

全
席
指
定

 

文
楽 

　
近
松
門
左
衛
門
の
代
表
作
を
は

じ
め
、
珠
玉
の
名
作
を
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
で
上
演
し
ま
す
。
字
幕
付

き
で
文
楽
を
初
め
て
ご
覧
に
な
る

方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

国
立
文
楽
劇
場

11
月
26
日
（
日
）

①
第
一
部
　
10
時
30
分
開
演

　「
双
蝶
々
曲
輪
日
記
」「
面
売
り
」

②
第
二
部
　
14
時
15
分
開
演

　「
奥
州
安
達
原
」

③
第
三
部
　
17
時
45
分
開
演

　「
冥
途
の
飛
脚
」

取
扱
料
金

�

一
等
席
各
部
　
４
４
０
０
円

�

全
席
指
定

※
①
～
③
希
望
時
間
を
明
記
の
こ
と

 

落
語 

　
秋
の
お
楽
し
み
、
米
朝
一
門
の

注
目
の
顔
ぶ
れ
と
江
戸
落
語
の
実

力
派
と
の
豪
華
競
演
会
。

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

阪
急 

中
ホ
ー
ル

国
立
文
楽
劇
場
　

11
月
文
楽
公
演

秋
の
特
選
落
語
競
演
会

２
０
２
３

長沢芦雪《虎図襖》重要文化財　天明６年（1786）和歌山無量寺・串本応挙芦雪館
（10/7～11/5展示）

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

・
座
席
の
指
定
、
申
込
締
切
後
の
取
り
消
し
不
可

・ 

申
込
多
数
の
場
合
、
締
切
後
抽
選

・ 

展
覧
会
、
映
画
以
外
で
年
齢
に
つ
い
て
注
意
書
き
の
な
い

　
催
し
に
つ
い
て
は
未
就
学
児
の
入
場
不
可

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
─
７
７
１
─
６
１
８
０
で
。

　
　
　
　
　
郵
送
も
可
。
用
紙
は
自
由
。

　
　
　
　
　
※
ク
イ
ズ
等
の
申
込
は
併
記
不
可

　
　
　
　
　
住
所
・
氏
名
・
組
合
員
番
号

　
　
　
　
　
公
演
名
・
日
時
・
券
種（
一
般
等
）・
希
望
枚
数

　
　
　
　
　
11
月
に
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し

　
　
　
　
　
引
落
で
き
な
い
方
に
は
振
込
用
紙
を
送
付

申
込
方
法

申
込
事
項

支
払
方
法

申
込
締
切
日

9
月
25
日（
月
）
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①
10
月
21
日（
土
）11
時
30
分
開
演

出
演
　�

桂
南
光
、
桂
文
治
〔
江
戸

落
語
ゲ
ス
ト
〕、
桂
南
天

　
　
　
桂
ま
ん
我
、
桂
佐
ん
吉

　
　
　
桂
弥
っ
こ

②
10
月
21
日（
土
）15
時
30
分
開
演

出
演
　
桂
南
光
、
桂
塩
鯛

　
　
　
桂
米
團
治
、
桂
吉
弥

　
　
　
桂
吉
の
丞
、
桂
天
吾

取
扱
料
金
　
Ａ
席
　
４
５
０
０
円

�

全
席
指
定

※
①
～
②
希
望
時
間
を
明
記
の
こ
と

演
目
：
住
吉
駕
籠
　
他

出
演
：�

桂
南
天
、
桂
ま
ん
我�

�

桂
り
ょ
う
ば

府
立
文
化
芸
術
会
館

12
月
２
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金 

指
定
席 

２
９
０
０
円

※�

25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
5
0
0
円
返
金

桂
南
天
独
演
会

◆
注
目
！
禅
の
神
髄
が
宿
る
寺
宝

紅
葉
の
美
し
さ
と
壮
大
な
伽
藍

で
高
名
な
禅
文
化
の
殿
堂
、
東
福

寺
と
そ
の
塔
頭
の
寺
宝
を
ま
と
め

て
紹
介
す
る
初
め
て
の
機
会
で
す
。

巨
大
伽
藍
に
ふ
さ
わ
し
い
特
大

サ
イ
ズ
の
仏
像
や
書
画
類
な
ど
、

国
宝
７
件
、
重
要
文
化
財
１
０
２

件
を
含
む
１
８
９
件
が
展
示
さ
れ
、

見
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
で
す
。

特
別
展
　
東
福
寺

展覧会

◆ 

必
見
！
伝
説
の
絵
仏
師
・
明
兆

の
画
力

「
画
聖
」
と
あ
が
め
ら
れ
た
明

兆
の
筆
に
よ
る
「
五
百
羅
漢
図
」

が
修
理
後
初
公
開
さ
れ
ま
す
。
五

百
羅
漢
は
釈
迦
の
弟
子
５
０
０
人

の
こ
と
で
、
仏
教
説
話
な
ど
を
基

に
一
幅
10
人
ず
つ
描
か
れ
た
全
50

幅
の
連
作
で
す
。
大
修
理
は
１
６

９
９
年
以
来
の
３
０
０
年
ぶ
り
で
、

14
年
か
け
て
水
墨
と
極
彩
色
が
調

和
し
た
鮮
や
か
な
姿
が
よ
み
が
え

り
ま
し
た
。

◆
体
感
！
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル

国
宝
・
三
門
に
安
置
さ
れ
て
い

た
像
高
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
二

天
王
立
像
が
通
期
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
旧
本

尊
の
焼
け
残

り
の
巨
大
な

仏
手
が
展
覧

初
出
品
。
そ

の
大
き
さ
な

ん
と
２
ⅿ
17

㎝
！
元
の
姿
は
ど
れ
く
ら
い
大
き

か
っ
た
の
か
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

の
圧
倒
的
な
迫
力
を
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
で
体
感
で
き
ま
す
。

京
都
国
立
博
物
館 

平
成
知
新
館

10
月
７
日（
土
）～
12
月
３
日（
日
） 

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
４
４
０
円

�

大
学
生
　
　
９
０
０
円

※
会
期
中
に
展
示
替
あ
り

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

　
本
展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
11
月
11

日
か
ら
は
４
年
か
け
て
修
理
さ
れ

た
縦
11
ｍ
×
横
６
ｍ
の
大
涅
槃
図

が
1
0
0
年
ぶ
り
に
東
福
寺
に
て

特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。（
※
別
途
拝

観
料
が
必
要
で
す
）

表紙作者の
ことば

　退職後、写真を始めて10
年程になります。
　京都市動物園で、２頭の
象が鼻を８の字に絡ませ、
お互いの鼻に含んだ水を相
手の口に入れて、水の飲ま
せ合いをしています。仲間
としての深い絆と連帯感が
なければあり得ない光景で
す。心に温かいものを感じ、
象たちに生き方を教えても
らったことに感謝しながら
撮影した１枚です。

写真

金田　紀一
（退教互　右京支部）

重要文化財　五百羅漢図の
うち第20号幅　吉山明兆筆  
南北朝時代　至徳３年（13 
86）京都・東福寺蔵
※展示期間：10/24～11/5

重
要
文
化
財

　二
天
王
立
像

　鎌
倉
時
代

　  

13
世
紀

　京
都
・
東
福
寺
蔵

　※
通
期
展
示

京
都
の
大
禅
宗
寺
院
、

東
福
寺
の
寺
宝
大
公
開
！

特集

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※�

１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ

ス
・
関
西
２
０
２
３

　
※
詳
細
は
5
月
号
参
照�

８
８
０
円

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

◆
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
比
叡

�

中
学
生
以
上
　
１
０
０
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

�

１
２
８
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

�

一
般
　
２
３
０
０
円

◆
大
塚
国
際
美
術
館

�

一
般
　
３
１
６
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
5
月
号
9
頁
参
照

井
田
幸
昌
展

Ｐ
ａ
ｎ
ｔ
ａ 

Ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
— 

パ
ン
タ
・

レ
イ 

︱ 

世
界
が
存
在
す
る
限
り

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

９
月
30
日（
土
）～
12
月
３
日（
日
）

専
用
サ
イ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
シ
ス
テ
ム
利
用
料
無
料

�

（
２
２
０
円
／
枚
）

★
店
頭
発
券
手
数
料
無
料

�

（
１
１
０
円
／
枚
）

※�

互
助
組
合
で
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

現
職
組
合
員
は
補
助
券
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

パスワード
UThLc3tF©IDA Studio Inc.

Lコード：51967
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会
総
部
支
の
て
め
初

・
会
総
の
部
支
て
め
初
で
婦
夫

年
定
。
た
し
ま
し
加
参
に
会
親
懇後

10

や
事
仕
の
用
任
再
、
上
以
年

な
が
の
も
の
そ
催
開
で
禍
ナ
ロ
コ

の
花
「
の
く
近
ぐ
す
の
家
が
我
が

し
か
懐
。
た
し
ま
し
出
を
顔
に
軽

ん
さ
な
み
、
い
会
出
も
に
顔
お
い

。
た
し

 

部
支
京
右

　

木
々
佐

　

郎
俊続

連
の
き
驚
て
し
通
を
誌
会

支
南
京
左
部
助
互
職
退
、
日
先

。
た
し
ま
き
だ
た
い
を
集
文
の
部

 

　

ラ
ボ
、
く
な
は
で
送
郵
、
ず
ま

う
く
い
て
め
進
み
読
。
た
し
ま
き

を
長
会
度
年
昨
で
所
近
ご
、
に
ち

員
職
教
じ
同
、
が
方
た
い
て
め
務

を
品
作
の
ど
。
た
し
ま
き
驚
た
ま

が
性
感
も
て
い
だ
た
い
て
せ
ま
読

こ
た
き
て
れ
ら
げ
上
み
積
を
験
経

。
た
し
ま
き
抱
を
念
の
敬
尊
に
と

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

 

部
支
南
京
左

　

田
黒
　

子
也
美

う
と
が
り
あ
ん
さ
母
お

。
た
し
ま
し
た
い
去
逝
が
母
日
先

躍
活
て
出
に
会
社
も
性
女
「
に
私

が
私
、
け
続
い
言
と
」
い
さ
な
し

ひ
を
孫
。
た
し
ま
れ
く
で
ん
喜
も

気
。
母
た
れ
く
て
て
育
に
き
む
た

に
孫
ひ
と
孫
、
が
た
し
で
母
な
丈

と
の
父
で
顔
な
か
や
穏
、
れ
ま
囲

と
が
り
あ
。
た
し
ま
き
逝
に
ろ
こ

。
ん
さ
母
お
、
う

 

部
支
久
城

　

田
原
　

り
お
さ

会
宴
の
ち
た
鳥

ミ
グ
ツ
、
で
年
り
生
が
モ
モ
ス

し
い
お
。
す
ま
い
て
い
つ
つ
を
実

と
は
ろ
こ
と
い
高
。
す
ま
し
心
感

く
届
で
り
切
枝
高
、
で
の
い
な
れ

ち
た
鳥
年
毎
。
穫
収
を
実
の
囲
範

だ
た
い
も
私
は
年
今
に
り
ぶ
し
久

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
く

 

部
支
山
知
福

　
辻　

子
公

を
弾
連
で
代
３
子
親

。
年
１
て
し
職
退

40

り
ぶ
年
数

に
緒
一
も
孫
、
し
い
願
お
に
生
先

子
親
。
た
し
ま
り
な
に
と
こ
う
通

て
し
そ
、
を
弾
連
手
６
の
で
代
３

。
た
し
ま
き
で
が
夢
い
し
新
。
い

 

部
支
岡
亀

　

下
城
　

子
恵

す
ま
し
用
活
報
合
組
助
互

組
助
互
、
中
な
ん
そ
。
す
ま
い
て

。
す

 

　
　

し
楽
回
毎
は
ズ
イ
ク
。
す
ま
い
て

。
す
ま
い
て
し
に
み

 

部
支
訓
乙

　

島
桑
　

子
都

 

部
支
鶴
舞

　

浦
北
　

治
弘
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25名に図書カードが当たる‼︎

　
府
立
植
物
園
を
元
職

員
の
方
に
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
話

を
聞
く
う
ち
互
助
組
合
報
の
府
立

植
物
園
名
誉
園
長
松
谷
茂
氏
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
思
い
出
し
ま

し
た
。「
ホ
ン
マ
モ
ン
の
植
物
を

見
せ
る
こ
と
に
植
物
園
の
存
在
意

義
が
あ
る
。
植
物
園
の
花
は
咲
い

て
い
る
の
で
は
な
く
咲
か
せ
て
い

る
の
だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も

同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
職
員

の
皆
さ
ん
が
同
じ
思
い
で
働
い
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た

▼
戦
後
13
年
間
米
軍
に
接
収
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
木
々
が
伐
採
さ

れ
宅
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

た
め
返
還
時
に
植
物
園
と
し
て
再

開
で
き
る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
活
用
法
を
府
民
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
さ
れ
た
結
果
、
植

物
園
と
し
て
再
開
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
府
民
の
願
い

の
こ
も
っ
た
府
民
の
宝
物
で
す
▼

２
０
１
８
年
の
台
風
で
大
き
な
木

が
倒
れ
ま
し
た
。
倒
れ
た
木
を
片

付
け
て
し
ま
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
５
年
経
っ
た

今
少
し
朽
ち
て
き
て
い
ま
す
。
樹

木
の
一
生
を
見
せ
て
く
れ
る
大
切

な
展
示
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
の
植
物
を
居
な
が
ら
に
し
て
見

せ
て
く
れ
る
学
び
の
場
と
し
て
の

植
物
園
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
山
本
）

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　
今
年
は
9
月
29
日
だ
そ
う
で

す
２　
管
理
―
―
。
厚
労
省
認
可
の

国
家
資
格
、
病
院
や
学
校
で
働

　
二
重
枠
の
７
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
こ
れ
も
匠
の
仕
事
で
す

き
ま
す

３　
京
都
府
北
部
を
流
れ
る
―
―

川
4　
か
つ
て
飛
騨
の
村
々
か
ら
多

く
の
紡
績
女
工
が
越
え
ま
し
た

５　

評
価
が
高
い
の
は
グ
ッ
ド
、

感
じ
が
い
い
の
は
？

７　
世
も
―
―
。
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
こ
と
や
ら

９　
海
外
滞
在
か
ら
帰
っ
た
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も

を
い
い
ま
す

11　
寝
る
と
き
に
着
ま
す 

15　
引
い
て
お
し
ま
い 

17　
石
油
を
原
料
に
作
る
繊
維

クイズの応募規定▶締切9月末日必着
（正解・呈賞者は11月号で発表）

＊�支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互
助組合まで。ハガキ、FAX、ホームページ等
で応募してください。
＊�お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあり
ます。掲載不可の場合はその旨をお書き添え
ください。 19　

走
る

20　
一
寸
の
こ
れ
に
も
五
分
の
魂

が
21　
今

22　
お
金
の
こ
と
で
す

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　
野
生
鳥
獣
の
食
肉

３　
亀
岡
市
に
あ
る
―
―
温
泉

６　
ア
ッ
ラ
ー
を
唯
一
神
と
す
る

の
は
―
―
教

８　
北
斎
、
歌
麿
と
い
え
ば
？ 

10　
―
―
ブ
ッ
ク
。
世
界
記
録
が

盛
り
だ
く
さ
ん

12　
―
―
が
差
す
。
尊
く
見
え
ま

す
ね

13　
暇
。
な
ん
と
読
み
ま
す
か

14　
杉
で
知
ら
れ
る
鹿
児
島
県
の

世
界
遺
産

16　
―
―
を
流
す
。
余
り
い
い
評

判
じ
ゃ
な
い
で
す

18　
海
の
中
に
ゆ
ら
ゆ
ら

20　
タ
ヌ
キ
の
別
名

22　
松
本
清
張
の
名
作
、
―
―
の

焦
点

23　
疑
う
な
ら
示
し
て
く
だ
さ
い

24　
ア
カ
の
―
―
。
全
く
無
関
係

な
人
で
す

応募はこちらから

▼呈賞者（敬称略）
畑中美栄子（北支部）
山内　直子（中京支部）
森本都美恵（右京支部）
奥村　昭三（西京支部）
花折　敬司（左京北支部）
丸田　玲子（左京南支部）
梶　　　聡（東支部）
西田久壽也（南支部）
山口　道明（伏見支部）
谷中　幹弥（醍醐支部）
夏原　嘉弘（乙訓支部）
若井　健治（宇治東支部）
栗林眞理子（宇治西支部）
中上　瑞惠（城久支部）
川島　佳子（山城北支部）
本田　康子（山城南支部）
山脇真由美（亀岡支部）
福山　丈志（船井支部）

岩瀧　弘和（綾部支部）
大槻　和江（福知山支部）
森下　良子（舞鶴支部）
小谷　典子（宮与支部）
村上富美子（京丹後支部）
佐柄　義博（他府県大阪）
溝尻　洋明（他府県奈良）

クロスワードクイズ
6月号の答え：「記念写真」キネンシャシン
� （応募者483名中、正解者482名）

☆6月号の解答図
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